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第６回　富士川町民体育館建設基本計画検討委員会　会議録 

 

１　日　時　　令和６年１月１５日（月）　午後７時３０分～午後８時３５分 

２　場　所　　富士川町役場１階会議室 

３　出席者　　委員：１３名（欠席者：５名）、事務局：６名、傍聴者：６名　 

４　議事 

①　開会 

②　委嘱状の交付 

③　委員長あいさつ 

④　副委員長の選出 

　　（副委員長に渡邊良一氏を選出） 

⑤　議事 

　　（１）これまでの経緯及び今後の方針について 

（事務局から当委員会設置要綱及び資料を用いて説明） 

【説明】 

・これまでの経緯について 

　建設検討委員会を４回、基本計画検討委員会を５回の計９回開催し、議論を交

わしていただいた。議会やほっとミーティングなどで意見や質問をいただいた。 

 

・今後の方針について 

　厳しい財政状況や用地の選定が難しいことなど総合的に検討する中で、当面

の間、現有施設を活用していく。また、旧増穂商業高等学校体育館を活用できる

よう県と協議を進めている。今後は、町の財政状況を考慮するとともに、利用者

ニーズの把握や用地の検討を行いながら、建設時期について、慎重に検討を進め

る。 

 

【委員からの意見及び回答（抜粋）】 

（Ａ委員）他の自治体では、ＪＲの補償のみで学校が建設できたということを聞

いたが。 

 

（事務局）ＪＲの補償の考え方を説明。 

 

（Ａ委員）学校だけでなく、一般住宅も補償金だけで建てられたと聞いているが。 

 

（事務局）補償金のみで建設できたのであれば、規模を縮小して建設されたと考

える。このほか、学校については、補助金を得て、その裏を起債や補

償金で賄ったものと考える。 
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（Ｂ委員）８年間検討してきて、用地から再検討ということなので、この検討委

員会を一度スクラップしたらよいのでは。 

 

（事務局）一度持ち帰らせていただく。 

 

（Ｃ委員）状況に応じて委員会を開催するというが、どのようになってからか。 

 

（事務局）財政状況、用地の選定が進み、説明できる状況となったとき。 

 

（Ｄ委員）８年たち、最初は公募委員がいたと思うが今はいないのか。いないの

であれば募ったほうが良いのでは。 

 

（事務局）今日、都合で欠席だが、１名いる。 

 

（Ｅ委員）会議の開催について、曖昧だと考えるが。 

 

（事務局）当面の間、現有施設を活用して行きたい。また、増穂商業体育館の借

入について鋭意続けている。これらを活用していくのと並行して、新

体育館についての検討を進めていく。 

 

（Ｆ委員）ふれあい広域体育館にスロープが無く、避難所としての機能が出来な

い。避難所を含めた体育館など整理して、新しい体育館を作っていく

ことでよいのではないか。 

 

（Ｃ委員）町長とのほっとミーティングに出席して、財政状況などの説明を受け、

すぐに体育館が建てられるとは思っていないが、今回の委員会を開

催した意味は、現有施設を活用して欲しいというだけのために開催

したのか。これまで、アクションが無かったが、この委員会を一度閉

じてしまうと。 

 

（Ｇ委員）体育館が不足していると言われているが、現状、何年もこのままでい

るが、充足していないのか。 

 

（Ｃ委員）山間地の体育館は女性には無理。平地の体育館は、学校施設なので、

使いたいときに使えないこともある。重複することが多く、ゆずり合

って使っている。 
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（Ａ委員）スポ少でも学校行事で利用できず、体育館が広くないので、大会が開

けない。中部は汚い。 

 

（Ｇ委員）中部は汚いと言っても、国道沿いなので勿体ない。現有施設というこ

とであれば、使いやすさの研究をすべき。 

 

（Ｄ委員）委員会を解散してしまうと、これまでの検討が全部白紙になってしま

うのではないか。すべてが曖昧で。積み重ねてきたものがなくなって

しまうのは。 

 

（Ｅ委員）話が進まなくても、ある程度、継続して委員会を開く必要があるので

はないか。公式な場として、論議すべきものがあると考えるが。 

 

（Ａ委員）現在の不便さに慣れてしまっているが、体育館は必要なので、経過報

告をしてもらっても良いのでは。 

 

（委員長）沢山の意見をいただいたが、解散せずに何らかの方向性が出たときに、

委員会を行うことで如何か。 

 

（事務局）教委としても、方針で示している通り、建設しないということではな

いので、今後も意見を欲しい。時間はかかるが、財政状況と用地の問

題もあるので、会議の継続をおねがいしたい。 

 

（Ｂ委員）最初からのメンバーは足かけ 8 年。光が見えない中での話し合いは

きつい。町が、用地、財政、建設の時期を解決し、それが見えたとき

に再度立ち上げても遅くないということで解散を提案した。 

 

（事務局）委員会で協議していただくことが大切であるし、知恵を貸してほしい。

これまでの意見を活かしていくためにも継続して開催したい。 

 

（委員長）継続という方向で。 

 

（Ｆ委員）新しい体育館をつくるのであれば、防災機能を持った、駐車場の広い

ものを望む。 

 

（委員長）意見と言うことで。 
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　　（２）その他 

　　　　　特になし 

 

⑥　閉会 

 

以上、委員会終了


